
789.73 当該値

15.4 16.8 17.7

※民間事業者平均値は当該団体が所属する標準原価ブロックの民間平均値

332.35 335.10 350.86 平均値 18.1 14.2560.93 564.96 599.42 平均値 315.87 341.69平均値 570.35 454.43 502.36 551.25 595.20 平均値 559.71 559.68

802.92 891.74 887.36 883.24

R01 R02

946.51 当該値 636.18 693.79 698.47 670.31

R02 R03 R04R01 R02 R03 R04 R05 R03 R04 R05R05

23.3716.94 当該値 19.4 22.2 20.0 21.4

2. 経営の効率性

全体総括

　R2年度以降、単年度純損益は４年連続でマイナスと
なっており、経営状況や効率性を測る指標は、そうし
た状況を表わす形となっています。
　こうした経営状況の下、R5年7月には乗降データに
基づくダイヤ改正を実施し、運行の効率化を図ったほ
か、R6年2月には消費税転嫁によるものを除き約29年
ぶりとなる運賃改定を実施する等、経営改善に向けた
様々な取り組みを行いました。
　引き続き、「伊丹市交通事業経営戦略」及び当該計
画の後期４か年行動計画である「伊丹市交通事業第４
次アクションプラン」を着実に推進し、更なる経営の
健全化を図ることで、各指標の改善につなげていきた
いと考えています。

R01 R02 R03 R04 R05

　走行キロ当たりの指標（①～③）は、運行区域の道
路環境や路線長等によって大きく異なってくる性質の
もので、比較する際にはそうした事情を踏まえる必要
があると考えています。
　当市は、民間の事業者と比較して路線長やバス停間
の距離が短く、市域の狭隘道路を運行していることも
あり、これらの数値が民間事業者平均値より高くなる
ことはやむを得ないところです。
　①走行キロ当たりの収入から②走行キロ当たりの運
送原価を差引した走行キロ当たりの収支が大きくマイ
ナスとなっており、運賃原価を運賃等の収入で賄えて
いない状況が続いています。
　④乗車効率は、輸送需要の回復や利用実態に即した
ダイヤの見直しの効果等で、ここ数年上昇傾向にあ
り、平均値を上回る水準で推移しています。

R02 R03 R04 R05 R01 R02

当該値 724.89 658.27 679.44 718.08

R01

75.2

■平均値⑤ 14.2 23.4 23.9 20.6 21.3

57.2 平均値 74.9 74.5 75.4 76.010.4 平均値 29.5 53.2 56.99.6 10.3 9.6

■平均値⑥ 190.5 244.7 231.7 214.7 205.8

72.214.7 16.6 17.6 17.3 16.0 当該値 73.3

■当該値⑥ 151.1 173.4 190.5 179.0

48.2 52.3 49.6 46.1 42.3 当該値9.8 9.5 9.3 9.7 9.0 当該値

54.6177.0 平均値 7.5

■当該値⑤ 67.2

R03 R04 R05 R01 R02R01

71.673.5

2. 経営の効率性について

154.2 126.8 108.4 107.1 116.8 平均値

R03 R04 R05R05 R01 R02R03 R04

43.9 51.8 58.9276.4 当該値 19.5 27.8

35.1 58.4 66.5 64.7 61.0

362.7 316.575.8 80.1 81.1 当該値 243.6 440.6

89.9 71.4 76.9 83.4 87.5 平均値

R05

平均値 98.5 83.7 89.7 96.8 100.0 平均値

R05 R01 R02 R03 R04R05 R01 R02 R03 R04R01 R02 R03 R04

※民間事業者の有無とは、行政区域内で民間バス事業者が運行しているかどうかを指す。 分析欄

1. 経営の健全性 1. 経営の健全性について

〇事業の状況
　①経常収支比率は、コロナ禍以降、徐々に回復して
いますが、未だ100%を下回っており更なる経営改善が
必要な状況と認識しています。
　②営業収支比率も、前年度から１ポイント改善して
いますが、他団体との比較では、①と同様低い水準と
なっています。市域の約８割が鉄道空白地という市の
特性から、不採算の路線であっても維持しなくてはな
らないといった事情もありますが、まずは平均値を上
回る水準を目指して収支改善に努めていきたいと考え
ています。
　③流動比率は、他団体と比較しても高い水準を確保
していますが、長期債務(退職給付引当金)などを含め
て見れば、決して安心できる状況ではありません。
　④累積欠損金比率は、コロナ禍を契機とした収支悪
化で年々上昇しており、単年度収支の改善が急務と
なっています。

〇独立採算の状況
　⑤利用者1回当たりの他会計負担額および⑥運行経
費、⑦他会計負担比率は、いずれも平均値を下回って
おり、引き続き、他会計の負担に過度に頼ることのな
い状況が維持されているものと考えています。

〇資産及び負債の状況
　⑧企業債残高対料金収入比率は、R2をピークに下降
しています。これは乗合車両の減車をはじめ建設改良
事業の抑制に努めてきたこと、また、コロナ禍により
減少した運賃収入が徐々に回復ていることによるもの
です。
　⑨有形固定資産減価償却率は、他団体より低い水準
となっており、特に憂慮すべき状況にはありません。

R01 R02 R03 R04 R05

当該値 100.3 97.2 87.5 92.2 92.6 当該値 89.6 72.7

職員数（人） 管理の委託割合（％） 民間事業者の有無 地域公共交通計画策定の有無

201 - 有 無

218,269

- 79.2 2,474 90

12,633 13,207

資金不足比率（％） 営業路線（km） 年間走行キロ（千km） 在籍車両数（両） 他会計負担額（千円） 225,136 220,028 210,074

法適用 交通事業 自動車運送事業 自治体職員 年間輸送人員（千人） 15,270 13,289 11,909

211,353

経営比較分析表（令和5年度決算）
兵庫県　伊丹市

業務名 業種名 事業名 管理者の情報 R01 R02 R03 R04 R05

75.0

80.0

85.0

90.0

95.0

100.0

105.0
①経常収支比率（％）

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

120.0
②営業収支比率（％）

0.0

50.0

100.0

150.0

200.0

250.0

300.0

350.0

400.0

450.0

500.0
③流動比率（％）

当該団体値（当該値）

公営企業平均値（平均値）

目標値

0.0

50.0

100.0

150.0

200.0

250.0

300.0

⑤利用者１回当たり他会計負担額（円）

⑥利用者１回当たり運行経費（円）

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

12.0
⑦他会計負担比率（％）

○事業の状況

○独立採算の状況 ○資産及び負債の状況

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0
⑧企業債残高対料金収入比率（％）

62.0

64.0

66.0

68.0

70.0

72.0

74.0

76.0

78.0
⑨有形固定資産減価償却率（％）

当該団体値（当該値）

公営企業平均値（平均値）

当該団体値（当該値）

公営企業平均値（平均値）

当該団体値（当該値）

民間事業者平均値（平均値）

0.00

100.00

200.00

300.00

400.00

500.00

600.00

700.00

800.00
③走行キロ当たりの人件費（円）

0.00

100.00

200.00

300.00

400.00

500.00

600.00

700.00

800.00

900.00

1,000.00
②走行キロ当たりの運送原価（円）

0.00

100.00

200.00

300.00

400.00

500.00

600.00

700.00

800.00

900.00
①走行キロ当たりの収入（円）

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0
④乗車効率（％）

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0
④累積欠損金比率（％）

当該団体値（当該値）

公営企業平均値（平均値）


